












先 代 に 想 い を 馳 せ る

自分を二の次に、働きさんを育て
「顧客満足」に心を尽くす

先代 故 河野桂治氏の十三回忌に際し

平成 16 年度（2004 年）鈴木清一賞 (※) 受賞時に「ダスキン FC マガジン」に

掲載されました先代 故 河野 桂治氏の仕事に対する想いをそのまま紹介致します。

人生の夢をかけ独立、地域の中核店へと成長
　河野さんとダスキンのご縁は、ケントクコンロを営んでおられた鈴木会長の実兄が実家の取引先だったこ
とにはじまります。河野さんには「30 歳を過ぎたら独立」という目標があり、商社勤務を通じて、レンタ
ルやフランチャイズという革新的な流通システムに将来性を感じていたことから、昭和 43 年に加盟されまし
た。―中略―　山口県内で7番目という後発の加盟店ながら、初年度で月商100万円を達成。その後、ミスター
ドーナツ、サービスマスター、ターミニックスと事業領域を拡大。「逆風の時もありましたが、地域の中核
店になりたいとの思いが強く、いつの間にか新事業の先発隊のような役割を担うようになったのです。」

「仕事の報酬は仕事」であると鈴木会長と確かめ合った価値観
　加盟から 7 年ほど経った頃、鈴木会長と夕食をする機会があり、「『仕事の報酬は仕事です』と話すと、
会長が矢継ぎ早に質問を投げかけてこられたのです。商社マン時代、『モノが優先、儲けがすべて』という
価値観に違和感を持ち続けた私は、儲けよりも目標の達成こそが報酬という考えを懸命に伝えました。」す
ると、鈴木会長は目を見開いて激励されたといいます。「立場を超えた人間的であたたかな共感が生まれ、
心の底から意気投合できました。このことは『社長からのラブレター』に掲載されたと記憶しています。」
　河野さんは加盟店の経営において、社内環境の充実と教育への投資を最優先に取り組んでこられました。
―略―

お客様の満足と事業の成功は、働きさんの成長から
　株式会社ニッシンコーポレーションでは、部門ごとの独立採算制を徹底。「経営計画立案から実践まで
若手に任せています。すべてが順風とは限りませんが、上から与えられた仕事だけでは得られない成長が
生まれます。」また、名刺には『顧客感動満足業』と印刷。事業を通じてお客様に満足や感動を提供す
るのは人の力。そのために働きさんへの投資は惜しまず、働きさんも河野さんの思いに応えようと努力し
ていると実感されています。
　河野さんの願いは、これからもダスキンとともに歩み続けること。「『喜びのタネまき』は不変の経営理
念ですが、方法論はお客様のニーズに合わせて変わるべき。トップシェアであってこそトップブランド。
微力ながら、明日のダスキンを支える一人でありたいと願っています。」

※鈴木清一賞とは・・・
ダスキン創業者・鈴木清一氏が世を去った翌年、鈴木氏の思想に共鳴し、ダスキン企業集団の発展に
寄与した方を讃えるために設けられた賞
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絶えず前進し、人々の心を動かし続ける
そして、日本中、世界中の人々に感動の渦を巻き起こそう
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